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第1図　腸間膜静脈内注射時の致死量：と
　　　　　門脈血流遮断の影響
　（正常静脈内致死量に対する百分比｝
7巻4号 宮沢一門脈血流遮断とStrophanthinの心臓作用II 181
るかによって致死量が如何に変るかを調べた。第1図から
も明かな如くg－Strophanthinの適用方法を頸1または股）
静脈内注射から腸間膜静脈内注射に変えることによって，
その致死量が猫では48．5％だけ，モルモットでは35．5％
だけ増加したのである。即ち肝臓を先に通過させるような
適用方法腸開膜静脈内注射〉をとった場合には，心臓を先
に通過させた押合（頸または股静脈内注射）よりは致死量が
相当に大となることが明かとなった。このことはg－Strop－
hanthinが肝臓をただ1回通過する間にかなりの量が捕捉
されることを意味しているものと考えられる。この事実は
南雲8）がDigitoXinを用いて同様の実験を行い，猫では大
体同じよ5な成績を得，モルモットではさらに著しい捕捉
を思わせるような成績を得ている。
　Nyaryi5）はStrophanthinとDigitoxinについて，門
脈内注射時と股静脈内注射時とでは致死量に差異がないと
述べ，RothlinG）の結果もScillaren　B以外の強心配糖体
は門脈内注射によって作用の減弱は起さぬとなっている。
これら先入の成績と私の成績と合致しない理由は明かでは
ないが，恐らく実験方法の相違に基くものと考えられる。
　私の実験結果からは血液中に入ったg－Strophanthinが
肝臓を通過する間に相当の量が捕捉されることは明かで，
南雲9）・9・）がDigitoxinを用いて得た実験成績を支持する結
果となったのである。ただDigitoxinの場合には猫に較
べ，モルモットの肝臓にて特に著明な捕捉並びに解毒が考
えられる結果となっているが，g－Strophanthinの場合には
両動物問に余り差異を認め得ない結果となっている。この
事実はDigitoxinとg－Strophanthinとに対するモルモッ
トの肝臓の捕捉並びに解毒能力に幾分の差異があるためと
想像される。但しモルモットは猫に較べg・Strophanthi　n
に対して強い抵抗を示し，私の実験成績では約3倍の値を
示すことは前篇において述べたところであり，過去の文献
においても2～3倍の値を示している。南雲9♪が強調した
ように両動物の感度の相違は肝臓における捕捉能力の差に
帰することは正当と思われるが，g－Strophanthinによる
実験の結果では捕捉量の差に加えて両動物の肝臓における
解毒能力の差をも併せ考えるのが至当と思われる。
結 論
　g－Strophanthinの心臓作用（特に致死量）が肝臓
と如何なる関係を有するかを知らんとして猫及び
モルモットについて実験を行い次の結果を得た。
　1．頸（または股）静脈内注射の時よりも腸問膜
静脈内注射の時に致死量はより大きい値を示し
た。
　2．腸間膜静脈内注射の場合においても肝臓の
一部を門脈血統から遮断すると致死量が減じ，し
かも遮断の程度が大き’いほど，致死量の減少も著
しくなった。
　3．猫とモルモットとの9－Strophanthinに対
する感度の相違の原因≧しては，肝臓における捕
捉能力及び解毒能力の相違を挙げることが出来る。
（昭和30．1．25受付）
Summary
　　A　study　was　carried　out　with　cats　and　guinea　pigs，　in　order　to　ascertain　that　the
potency　of　g－strophanthin　is　decreased　when　it　passes　through　the　liver．
1．　The　lethal　，dose　of　g－strophanthin　determined　by　means　of　intraportal　injection
was　larger　than　the　intravenous　lethal　dose．
2．　The　intraportal　lethal　dose　was　markedly　decreased　after　one　of　liver　branches
of　portal　vein　was　ligated．
3．　lt　is　suggested　that　the　difference　of　sensitivity　to　g－strophanthin　between　cats
and　guinea　pigs　is　connected　with　the　difference　of　removing　and　detoxifying　capacity　of
liver．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CReeeived　Jan．　25，　1955）
